
秋
田
市
の
先
人
た
ち

山
王
中
島
地
区
の
開
墾
者

塩

谷

仁

八

し

お

や

に

は

ち

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
生

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
没

能
代
市
二
ツ
井
町
生
ま
れ

主
な
事
蹟

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
旧

川
尻
村
字
中
島
（
現
、
山
王
中
島

町
）
の
広
大
な
荒
蕪
地
の
開
墾
に

こ

う

ぶ

ち

か

い

こ

ん

着
手
。
雄
物
川
の
氾
濫
に
よ
る
甚

は

ん

ら

ん

大
な
被
害
を
乗
り
越
え
、
同
志
五

人
と
と
も
に
、
雄
物
川
改
修
工
事

と
平
行
し
て
二
十
四
年
間
日
夜
奮

ふ

ん

闘
し
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）

と

う年
、
つ
い
に
畑
十
一
町
歩
、
田
一

町
五
反
歩
の
開
墾
を
完
成
。
こ
の

間
、
品
種
改
良
や
多
収
穫
に
も
力

を
注
ぎ
、
各
種
表
彰
を
受
け
た
。


